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(1) 動機：ジオタグ付きツイートでは，現在地や行き先

などとして地名が用いられている．個々の地名を含

むジオタグ付きツイートの空間分布は，その地名に

関するツイッターユーザーの空間認識や行動範囲

を示すものと考えられる．筆者らは，都市内部では，

特定の地名のほかに駅名や寺社名のような施設名

が地名のように用いられるだけでなく，特定の時期

においてはイベント名も地名のような役割を果たし

ていることを明らかにした（桐村・藤原, 2019 など）．

そこで，本発表では，より広域的な地名の使われ方

について分析するために，全国を対象として，都道

府県名，地方名，主要都市名を含むジオタグ付き

ツイートの空間分布の特徴について整理する．

(2) 方法：分析に用いるジオタグ付きツイートデータは，

日本を含む矩形の範囲内の位置情報を含む，

2012 年 2 月から 2018 年 9 月までのデータである．

分析対象とした地名は，47 の都道府県名（「都」

「府」「県」の文字を除く）と，都道府県名と名称が異

なる都道府県庁所在都市と主要都市を合わせた

21 の市名，「関東」，「東海」，「関西」の 3 つの地方

名であり，合わせて 71 の地名である．各地名を本

文中に含むツイート数を 3 次メッシュ単位でカウント

した．なお，「京都」には「東京都」を含まないように

するなど，区別可能なものについては区別した．そ

して，メッシュごとに，その中に含まれるツイートの

総数をパラメータとするポアソン分布を帰無仮説と

して，各地名を含むツイートの出現数が有意に多

いメッシュを有意水準 5%で抽出した．この方法に

より，地域ごとに大きく異なるツイート総数の多寡の

影響を取り除くことができる．

(3) 結果：大部分の都道府県名については，ツイートが

多いメッシュは当該都道府県内に集中する傾向に

あり，大都市圏に位置し，都道府県名と都道府県

庁所在都市名が一致しない都道府県では顕著で

あった（「愛知」，「埼玉」，「兵庫」など）．一方，「香

川」や「鳥取」，「宮崎」など，主として西日本の都道

府県では，当該都道府県内の割合は低い．また，

都市名については，一定の中心性を持つ「金沢」

や「名古屋」，「米子」のような都市では，近隣の県

にも一定数のツイートが多いメッシュが広がる傾向

がみられた（図 1）．ただし，「大津」のように他の地

域にもみられる名称の都市では，複数の都道府県

にツイートが多いメッシュが広がっており，都市名に

関しては，中心性の高低が必ずしも当該都道府県

内の割合の高低に結び付いていないことがわかっ

た．今後は，分析する地名を増やしつつ，中心性と

分布範囲の関係などについてさらに吟味したい．

(4) 使用したデータ：

・ ジオタグ付きツイートデータ（2012-2018 年）
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図 1：豊川市全域の戸建て住宅の空き家率の推定値 
図 1：「米子」を含むツイートの出現数が多いメッシュの空間分布 
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